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雜 報

會 員 動 靜

從四位勲四等　 藤 田 秀 太 郎

叙勲三等授瑞寳章　 (十二月十五 日)

岡山醫科大學
助教授正七位　 大 森 大 亮

任岡山醫科大學教授

敍高等官六等

岡山醫科大學教授　 大 森 大 亮

本俸七級俸下賜

職務俸金千五百圓下賜　 (十二月二十五日)

敍從六位　 正七位勲五等　 石 井 義 章

(十二 月十五 日)

伊勢乘組海軍軍醫中尉　 木 村 芳 雄

免本職補勝力軍醫長　 (一 月 九 日)

岡山醫科大學教授　 上 坂 熊 勝

欧米各國ヘ出張 ヲ命ス　 (一 月 七 日)

呉海軍港務部軍醫良兼野面軍醫長千
歳軍醫長明石軍醫長海軍軍醫少佐　 佃 卓 三 郎

免兼千歳軍醫長明石軍醫良　 (一 月 十 五 日)

○山桝恒藏君　は今般大阪囘生病院外科を辭 し鳥取市 日本赤十字社支部病院内

科に勤務せられた り

○雲英元雄君　は今般北海道空知郡沼貝村三菱美唄礦業所に勤務せ られた り

○本多稔君　は豫て岡山醫科大學第二外科に勤務 し居 られしが今般大阪市西區

南堀江上通井上病院に轉勤せ られた り

○濱田友次郎君　は今般廣島縣防疫醫を辭 し尾道市市立傅染病院長兼市技師に

就任せ られた り

○稻富一郎君　は今囘鳥取市佐々市病院を辭 し同市新町に於て開業せ られたり

○鄭錫鎔君　は今般支那滿鐵線昌圖驛前に移轉開業せられたり
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○湯淺忠雄君　は豫 て日本赤十字社滋賀支部病院に勤務し居 られしが今般同院

を辭 し徳島縣那賀郡橘町に於て開業せられた り

〇三上紀之君　は豫 て大阪囘生病院耳鼻咽喉科に勤務 し居 られしが今般同院を

辭 し大阪市北區曾根崎新地三丁目に於て開業せ られたり

○井上誠夫君　は豫 て東京市麹町區永田町二丁目に醫院新築中なりしが今般落

成移轉せ られた り

〓四十四年度卒業生懇親會　明治四十四年度岡山醫專卒業生は在岡者發起とな

り卒業以來毎年當地に於て懇親會を開催 し附近在住者の出席は勿論時に以外な

る遠隔の地 より來會者あり殊に毎年土居盛登君の如 き熱心なる廣島縣忠海町 よ

りの出席者ありて懷舊の情湧然として滿堂に溢 る一河の流を汲み一樹の蔭に憩

ふ術ほ多少の因縁あり況や四年の學友に於ておや.本 年は一月二日新花月に於

て開會 し細川隆一君の打 ち解けたる欧米の視察的坐談ありて面白く拜聽 し散會

したるは深更に及べり.明 年は卒業後滿十五年に付 き記念のため十一月二日を

期 し大々的に當地に於て同期卒業生懇親會を開催せんとす.(岩 佐生)
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